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V313c 超小型衛星による、宇宙空間からの太陽中性子の観測 (VI)
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太陽での爆発現象であるフレアやコロナ質量放出に伴い、規模に応じて人類の生活に影響が及ぶことが知られ
ており、宇宙天気予報として日々重要性を増している。我々は太陽におけるイオン加速機構解明のため、これま
で観測されてきた電磁波ではなく、中性子という観測手段に着目している。中性子は長年地上高地で観測されて
きたが、大気の影響を強く受けるなど感度が悪く、10例程度の観測例にすぎない。現在は宇宙空間での中性子観
測も皆無に近い状況である。我々はこの状況を打破するため、宇宙空間からの高感度観測を行うことを目指し、
次期太陽極大期である 2024年頃の打ち上げを狙って、新規開発の中性子・ガンマ線観測装置 SONGSを開発中
である。本装置は多層に並べた棒状のプラスチックシンチレータと底面におかれたGAGGシンチレータからな
り、高速中性子と軟ガンマ線を検出できる。各シンチレータはシリコン半導体光センサMPPCで独立に読み出さ
れ、700にも及ぶ信号が集積回路 (ASIC)で処理され、3次元的に宇宙線の飛跡を捉えることが可能である。我々
当初は名古屋大学 3Uキューブサットへの搭載を目指していたが、JAXA革新的技術実証衛星 4号機の公募があ
り、100 kg級主衛星へのコンポーネントとしての搭載・軌道実証を目指すこととした。その際、宇宙天気予報へ
の貢献を考慮して、長距離低消費電力無線機を搭載し、太陽フレアが起きたら地上へ通知し、端末を持っていれ
ば誰しもが情報を得られるように機能を強化した。将来的に複数機を打ち上げることで宇宙天気の監視および警
報を行うことができる。本発表では現在開発中の SONGSのミッション、EMセンサ開発状況について述べる。


